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平成 18 年度　施政方針

　
「
周
防
大
島
町
」
と
し
て
誕
生
以
来
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一
年
半
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
合
併
は
、
私
た
ち
が
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

非
常
に
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、
大
島
郡
四
町
の
生

き
残
り
を
賭
け
た
決
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
一
層
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
強
力
に
行
政
改
革
を
進
め
、

効
率
的
な
行
政
体
制
を
実
現
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
緊
急
か
つ
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
実
行
の
た
め
、
新
町
初
の
「
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
」
に

基
づ
き
、
五
年
間
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

要
点
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
先
ず
総
人
件
費
の
抑
制
で
あ
り
ま
す
。
総
務
省

の
示
し
た
新
地
方
行
革
指
針
を
大
き
く
上
回
る
、
今
後
五
年
間
で
四
十
三
人

の
純
減
を
掲
げ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
、
住
民
に
対
す
る
給
与
情
報
等
の
公
表
や
、
人

事
院
勧
告
を
踏
ま
え
た
給
与
構
造
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
職
員
数
の
削
減
を
視
野
に
入
れ
た
組
織
機
構
の
見
直
し
再
編

を
ス
ピ
ー
ド
感
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
た
な
町
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
そ
の
根
本
指
針
と
な
る
総
合

計
画
の
基
本
構
想
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
十
年
間
を

計
画
期
間
と
し
、
元
気
の
あ
る
町
づ
く
り
、
に
こ
に
こ
の
あ
る
町
づ
く
り
、

安
心
の
あ
る
町
づ
く
り
の
三
点
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
更
に
厳
し
く
な
る
財
政
状
況
の
中
か
ら
、
平
成
十
八
年
度
当
初

予
算
は
、
新
し
い
周
防
大
島
町
の
礎
を
構
築
す
る
予
算
と
位
置
付
け
、
事
務

事
業
全
般
に
つ
い
て
必
要
性
、
緊
急
性
の
観
点
か
ら
総
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
コ
ス
ト
意
識
と
効
率
的
な
実
施
手
法
の
徹
底
を
図
り
、
行
財
政
改

革
を
着
実
に
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳

入
の
確
保
対
策
に
も
配
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
永
年
の
政
治
理
念
で
あ
り
ま
す
「
町
民
こ
そ
町
づ
く
り
の
主
人
公
」

で
あ
る
と
の
思
い
に
立
ち
、
こ
の
町
に
暮
ら
す
喜
び
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、「
元
気　

に
こ
に
こ　

安
心
で
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の
島
」

の
な
お
一
層
の
実
現
に
向
け
て
、
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

↓大島斎場建設事業
　斎場施設では通夜、葬儀、法要
などが行え、平成 18 年度中の完
成予定となっています。

←リサイクルセンターと
最終処分場建設事業

　平成 17年度から 3ヵ年計画で旧橘町
西安下庄地区に、処理能力 1日 8 ｔの
リサイクルセンターと埋立容量 16,000
㎥の最終処分場を建設しています。

↑東和庁舎と星野哲郎記念館
　庁舎部門と記念館部門・共
用部門からなる計画です。

　
「
周
防
大
島
町
」
と
し
て
誕
生
以
来
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一
年
半
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
合
併
は
、
私
た
ち
が
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

非
常
に
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、
大
島
郡
四
町
の
生

き
残
り
を
賭
け
た
決
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
一
層
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
強
力
に
行
政
改
革
を
進
め
、

効
率
的
な
行
政
体
制
を
実
現
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
緊
急
か
つ
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

※図は完成予想図

平成 18年３月町議会定例会における町長の施政方針を、
要約してお知らせします。
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「周防大島担い手支援センター」開設
　本町農業の将来を支える担い手の確保を目的として、町・ＪＡ・県の関
係機関が一体となって担い手関連施策に取り組むため、４月３日に「周防
大島担い手支援センター」( 農林課所管 ) を開設しました。
業務内容は次のとおりです。
①担い手育成事業　②農地流動化事業　③就農支援研修事業
④援農ボランティア派遣事業　⑤営農指導事業
※ 農作業の人手不足でお困りの方、新たに農業を始めたい、あるいは経
営規模を拡大したいと思われている方等は気軽にご相談ください。
【設置場所】久賀庁舎１階　☎７９―１００７

　昨年に引き続き住宅耐震診断を実施するととも
に、洪水・高潮ハザードマップを作成して、災害に
対する防災意識の高揚を図ります。防災行政無線整
備事業については、平成 21 年度完成を目標に本格
的な着手に入ります。また入所待機者解消のため、
介護老人保健施設「さざなみ苑」が８月から供用開
始できるよう増床工事を進めています。

　老朽化の著しい東和庁舎及び星野哲郎記念館の建
設に着手し、来年７月頃に完成を予定しています。
新規事業として、担い手総合支援事業や地産地消実
践推進事業への取り組みをはじめ、一部の公の施設
については指定管理者制度へ移行運用し、施設管理
の効率化や経費の節減を図ります。また、県営農業
基盤整備事業、林道開設事業、広域水産物供給事業、
港整備交付金事業など継続して取り組みます。

　継続事業の斎場建設や一般廃棄物処理施設等の建
設の早期完成を目指します。また下水道整備は、沖
浦西と和田の両地区が平成 18 年度に供用開始さ
れる見込みです。また道路新設改良事業なども引
き続き行います。11 月には国民文化祭・やまぐち
２００６アイランドフェスティバルを開催します。

元気のあるまちづくり

にこにこのあるまちづくり

安心のあるまちづくり

　

周
防
大
島
町
行
政
改
革
大
綱
・
周
防
大
島
町
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
本
町
行
政
組
織
機
構
の
一
部
変
更

を
行
い
ま
す
。

　

総
合
政
策
課
と
企
画
課
を
統
合
し
「
政
策
企
画
課
」
に
、
水

道
課
と
下
水
道
課
を
統
合
し
「
上
下
水
道
課
」
と
し
て
２
課
削

減
し
、
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
税
務
課
に
「
徴
収
対
策
班
」
を
設
置
し
、

公
金
の
滞
納
処
理
の
一
元
化
を
図
り
、
公
平
な
徴
収
率
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

変　更　前 変　更　後

総合政策課・企画課　 政策企画課
総合政策班　☎ 74‐1005
地域振興班・広報情報統計班　
☎ 74‐1007

水道課・下水道課 上下水道課 水道班・管理班　☎ 78‐1115下水道班　☎ 78‐2201
税務課「納税班・課税班」 税務課 課税第１班・課税第２班・徴収対策班

農林課 農林課「周防大島担い手支援センター」※新設

健康増進課 健康増進課「地域包括支援センター」※新設
（11ページに掲載）

その他 　行財政課題への対応として、人事管理システム、行政評価システム、家
屋評価システム、滞納整理システム等の導入、また今後の職員定数削減も
考慮しながら、本庁方式への取り組みを見すえた、庁舎のあり方に対する
調査検討を進めます。

行
政
組
織
機
構
の
変
更
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　平成 18年度の一般会計と特別会計の当初予算が去る３月 22日の定例町議会で議決されました。
　合併後 2年目を迎えた平成 18年度当初予算は、新しい周防大島町の礎を構築する予算と位置付け、
事務事業全般について必要性、緊急性の観点から総点検を行い、コスト意識と効率的な実施手法の徹底
を図り、行財政改革を着実に進め限られた財源の有効活用に努めると共に、歳入の確保対策にも配慮し、
『元気にこにこ　安心で　21世紀にはばたく先進の島』作りをめざす予算編成を行いました。
　国の三位一体改革及び国勢調査による周防大島町の人口の減により財源の約 53％を占める地方交付
税等（臨時財政対策債含む）は合併した平成 16年度から平成 18年度予算の間に、7億 7,300 万円の
減額が見込まれ、今後においても更なる減額も予想されます。平成 18年度当初予算編成における財源
不足は財政調整基金（４億6,168万７千円）減債基金（4,557万７千円）を取り崩して補っております。(基
金の状況は別表１による。）中期財政計画（別表２）によると、平成 20年度までに約 9億円の財源不足
が見込まれ基金も枯渇状態が予想されます。今後徹底した行財政改革を行い財源の確保が必要となって
います。

平成１８年度当初予算



5 広報すおう大島 平成 18 年 ( 2006 年 ) ４月号

（単位：千円）
会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 15,988,000 

国民健康保険事業特別会計 3,230,694 

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 5,056,925 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 2,729,149 

訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 26,835 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,085,016 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 475,187 

農業集落排水事業特別会計 529,857 

漁業集落排水事業特別会計 37,730 

渡 船 事 業 特 別 会 計 84,975 

交通災害共済事業特別会計 9,880 

合　　　　　　　　計 29,254,248 

公 営 企 業 会 計（ 病 院 ） 予　算　額

収 益 的 収 入 4,326,907 

収 益 的 支 出 4,262,394 

資 本 的 収 入 9,983,540 

資 本 的 支 出 11,065,320 

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円）

区　　　　　分 平成 16年度末
現在高

平成 17年度末
現在高（見込み）

平成 18年度末
現在高（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 647,171 1,089,723 628,079 
減債基金 396,775 242,083 196,546 
福祉振興基金 326,882 326,911 326,943 

中山間ふるさと・水と土
保全対策基金 31,131 31,131 31,131 

ふるさと創生基金 166,810 66,834 66,851 

東和庁舎及び文化交流施
設建設基金 414,583 0 0 
斎場建設基金 44,346 0 0 
県収入証紙購入基金 3,000 3,000 3,000 
奨学資金貸付基金 42,102 42,204 42,205 
土地開発基金 100,015 100,019 100,028 

小　　計 2,172,815 1,901,905 1,394,783 

特
別
会
計

国民健康保険基金 101,246 30 41 
介護給付費準備基金 92,094 100,690 73,710 

小　　計 193,340 100,720 73,751 

総　合　計 2,366,155 2,002,625 1,468,534 

◆別表２　中期財政計画　　　　　　　（単位 ： 百万円、％）

区　分
１８年度 １９年度 ２０年度

予算額 金　額 対前年比 金　額 対前年比

歳 

 

入

1 町　　　　税 地方譲与税等 2,009 1,971 △ 1.9 1,948 △ 1.2

2 地方交付税 8,025 7,761 △ 3.3 7,670 △ 1.2

3 国･県支出金 2,123 2,155 1.5 2,034 △ 5.6

4 町　　　　債 2,534 1,905 △ 24.8 1,031 △ 45.9

5 その他の収入 ( 除く繰入金 ) 790 776 △ 1.8 781 0.6

計（A) 15,481 14,568 △ 5.9 13,464 △ 7.6

歳 

 

出

1 義務的経費 7,003 6,877 △ 1.8 6,586 △ 4.2

　うち人件費 2,846 2,914 2.4 2,706 △ 7.1

　うち扶助費 1,113 1,115 0.2 1,117 0.2

　うち公債費 3,044 2,848 △ 6.4 2,763 △ 3.0

2 投資的経費 3,518 2,797 △ 20.5 1,812 △ 35.2

3 その他の経費 5,467 5,397 △ 1.3 5,466 1.3

計（B) 15,988 15,071 △ 5.7 13,864 △ 8.0

要調整額（A)-(B) △ 507 △ 503 － △ 400 －

平成 19 年度以降要調整額累計 503 903 

年度末町債残高 25,877 25,486 24,239 

安心のあるまちづくり
＊防災行政無線整備事業
＊福祉医療事業
＊自立支援事業
＊介護予防・地域支えあい事業
＊私立保育所運営委託
＊児童手当事業

主な事業

にこにこのあるまちづくり
＊一般廃棄物処理施設等建設
＊合併浄化槽設置補助
＊下水道事業
＊農業集落排水事業
＊斎場建設事業
＊道路新設改良事業

元気のあるまちづくり
＊庁舎建設調査事業
＊東和庁舎等建設事業
＊地産地消実践推進事業
＊特産対策事業
＊単県農山漁村整備事業
＊県営農業基盤整備事業
＊港整備交付金事業
＊広域水産物供給基盤整備事業
＊海岸保全事業
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町
職
員
の
異
動　
平
成
18
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】

▼
議
会
事
務
局
長　

坂
本
薫
（
総

合
政
策
課
長
）
▼
東
和
総
合
支
所

長　

鍵
本
一
和
（
社
会
教
育
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
医
療
保
険
課
長　

嶋
元
則
昭

（
下
水
道
課
長
）
▼
久
美
保
育
所
長

松
村
正
明
（
久
賀
総
合
支
所
次
長
）

▼
建
設
課
長　

上
元
勝
見
（
水
道

課
長
）
▼
上
下
水
道
課
長　

松
井

秀
文
（
建
設
課
長
）
▼
久
賀
総
合

支
所
次
長　

前
田
輝
幸
（
医
療
保

険
課
長
）
▼
社
会
教
育
課
長　

木

村
正
和
（
久
美
保
育
所
長
）

【
班
長
級
】

▼
税
務
課
課
税
第
１
班
長　

伊
村

明
彦
（
久
賀
総
合
支
所
総
合
窓
口

班
長
）
▼
税
務
課
課
税
第
２
班
長

木
村
秀
俊
（
商
工
観
光
課
商
工
観

光
班
長
）
▼
税
務
課
徴
収
対
策
班

長　

秋
元
政
信
（
社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
班
長
）
▼
商
工
観
光

課
商
工
観
光
班
長　

大
川
博
敏

（
税
務
課
課
税
班
長
）
▼
農
林
課
農

林
振
興
班
長　

中
原
義
夫
（
橘
総

合
支
所
地
域
支
援
班
長
）
▼
農
林

課
土
地
改
良
班
長　

松
田
博
（
議

事
課
議
事
班
長
（
水
産
課
出
向
））

▼
水
産
課
漁
港
班
長　

松
本
康
男

（
大
島
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長
）

▼
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
長　

池
村
福
太
郎
（
東
和
総
合
支
所
地

域
支
援
班
長
）
▼
久
賀
総
合
支
所

総
合
窓
口
班
長　

西
村
博
明
（
生

活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
長
）
▼
大

島
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長　

奥

村
正
博
（
農
林
課
農
林
振
興
班
長
）

▼
東
和
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長

松
田
米
夫
（
税
務
課
納
税
班
長
）

▼
橘
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長　

末
長
健
寿
（
農
林
課
土
地
改
良
班

長
）
▼
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班
長　

岬
崎
光
志
（
水
産
課
漁

港
班
長
）
▼
健
康
増
進
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

池
元
和

江
（
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
健
康
増
進
課
橘
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長　

島
本
悦
子
（
東
和
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
）

【
班
員
】

○
総
務
部

▼
総
務
課　

木
嶋
勇
人
（
山
口
県

消
防
防
災
課
出
向
）
江
中
悠
子
（
橘

総
合
支
所
）
▼
政
策
企
画
課　

伊

勢
万
里
子
（
下
水
道
課
）
安
村
幸

児
（
農
林
課
）
▼
税
務
課　

中
村

和
江
（
大
島
総
合
支
所
）
西
村
寿

海
（
福
祉
課
）
高
木
達
哉
（
生
活

衛
生
課
）

○
健
康
福
祉
部

▼
健
康
増
進
課　

竹
本
光
博
（
福

祉
課
）
佐
原
聡
子
（
福
祉
課
）
石

原
憲
子
（
福
祉
課
）
岩
﨑
絢
子
（
福

祉
課
）
西
本
佳
郎
（
介
護
保
険
課
）

▼
福
祉
課　

舛
本
公
治
（
生
活
衛

生
課
）
井
上
和
子
（
水
道
課
）
今

尾
勝
則
（
大
島
総
合
支
所
）
広
津

達
也
（
総
務
課
）
浜
野
和
人
（
農

林
課
）
▼
介
護
保
険
課　

石
原
栄

文
（
税
務
課
）
青
山
徳
幸
（
健
康

増
進
課
）

○
産
業
建
設
部

▼
農
林
課　

田
中
豊
文
（
総
合
政

策
課
）
橋
本
実
（
久
賀
総
合
支
所
）

林
輝
昭
（
橘
総
合
支
所
）
金
井
伸

樹
（
大
島
教
育
支
所
）
広
津
ア
サ

美
（
橘
総
合
支
所
）
▼
水
産
課　

山
本
克
巳
（
建
設
課
）
▼
建
設
課

久
保
嘉
之
（
水
道
課
）
江
本
達
志

（
久
賀
総
合
支
所
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課　

岡
田
隆
文
（
福

祉
課
）
西
村
幸
人
（
総
務
課
）
▼

環
境
施
設
課　

松
岡
香
織
（
学
校

教
育
課
）
▼
上
下
水
道
課　

田
中

政
彦
（
東
和
総
合
支
所
）
光
井
文

夫
（
東
和
総
合
支
所
）
岡
本
文
彦

（
福
祉
課
）
新
山
満
寿
美
（
総
合
政

策
課
）
岡
本
祐
子
（
税
務
課
）

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

中
司
紀
男

（
税
務
課
）
▼
東
和
総
合
支
所　

藤

井
一
成
（
企
画
課
）
▼
橘
総
合
支

所　

河
口
明
子
（
介
護
保
険
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
教
委
総
務
課　

吉
冨
和
成
（
久

賀
教
育
支
所
）
▼
学
校
教
育
課　

西
村
加
代
子
（
久
賀
総
合
支
所
）

▼
社
会
教
育
課　

高
田
浩
（
水
産

課
）
岡
本
明
浩
（
橘
教
育
支
所
）

○
課
名
変
更
・
課
内
異
動

【
課
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
長　

中
野
守
雄

（
企
画
課
長
）

【
班
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
総
合
政
策
班
長　

岡
野
正
徳
（
総
合
政
策
課
総
合
政

策
班
長
）
▼
政
策
企
画
課
地
域
振

興
班
長　

中
村
満
男
（
企
画
課
地

域
振
興
班
長
）
▼
政
策
企
画
課
広

報
情
報
統
計
班
長　

前
崎
浩
二

（
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班
長
） 

▼
上
下
水
道
課
水
道
班
長　

佐
本

洋
二
（
水
道
課
水
道
班
長
）
▼
上

下
水
道
課
下
水
道
班
長　

上
成
敏

（
下
水
道
課
建
設
班
長
）
▼
上
下
水

道
課
管
理
班
長　

金
崎
哲
男
（
下

水
道
課
管
理
普
及
班
長
）

【
班
員
】

▼
政
策
企
画
課　

藤
山
忠　

近
藤

晃
（
総
合
政
策
課
）

小
方
享
一　

佐
村
か
お
り　

長
久

龍
夫　

花
野
千
里　

岡
本
義
雄　

岡
原
伸
二
（
企
画
課
）

・
船
員　
　

藤
谷
茂
樹　

桝
本
厚

志　

山
本
英
樹　

西
川
輝
彦　

大

下
武
行
（
企
画
課
）

▼
上
下
水
道
課　

浜
本
秀
男　

山

崎
実　

木
下
由
郎　

辻
田
健
一　

浜
岡
聡
（
水
道
課
）

中
村
光
宏　

杉
山
安
英　

江
口
光

幸　

西
田
弘　

緒
方
崇　

徳
安
史

朗　

青
木
一
郎　

平
田
拓
也
（
下

水
道
課
） 

▼
健
康
増
進
課
東
和
保
健
セ
ン

タ
ー　

松
成
智
美
（
健
康
づ
く
り

班
）

▼
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班　

地
田
幸
代
（
橘
保
健
セ
ン
タ
ー
）

田
村
美
沙
子
（
橘
保
健
セ
ン
タ
ー
）

竹
田
英
雄
（
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
）

桑
原
加
寿
子
（
大
島
保
健
セ
ン

タ
ー
）
橋
本
健
一
郎(

大
島
保
健

セ
ン
タ
ー
）
竹
島
文
代
（
東
和
保

健
セ
ン
タ
ー
）

○
県
派
遣

▼
総
務
部
総
務
課
付　

山
口
県
総
務
部
市
町
課
出
向　

村

田
朋
行
（
企
画
課
）

○
退
職
（
平
成
18
年
３
月
31
日
付
）

▼
山
内
章
弘
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
田
村　

博
（
東
和
総
合
支
所
長
）

▼
岡
村
利
男
（
情
島
航
路
船
長
）

▼
松
田
正
則
（
東
和
総
合
支
所
地

域
支
援
班
）

【
採
用
】

○
東
和
病
院

内
科
医
長　

中
邑
光
夫

理
学
療
法
士　

野
川
征
伸

看
護
師　

山
口
裕
香
里　

嵯
峨
育

子　

岡
絵
里
香

○
橘
病
院

看
護
師　

堀
村
理
恵

看
護
助
手　

岡
本
純
子

○
大
島
病
院

看
護
長　

小
方
宣
子

看
護
師　

河
野
知
子

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
の

人
事
異
動平

成
18
年
４
月
１
日
付
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表
彰

◆山口県国民健康保険
　団体連合会表彰
　（2月 28日・山口市国保会館）
　国民健康保険運営協議会委員
として、永年ご尽力された功績
で、山口県国民健康保険団体連
合会から表彰されました。
　珠山キミ子 さん（戸田）
　中村　義隆 さん（久賀）

　

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

近
年
の
国
保
財
政
の
状
況

は
、
経
済
の
長
期
低
迷
に
よ
る

税
収
の
減
少
や
、
国
・
県
の
補

助
金
の
削
減
に
加
え
、
毎
年
増

え
続
け
て
い
る
医
療
費
に
よ

り
、
今
後
も
更
な
る
悪
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成
18
年

度
以
降
健
全
な
国
保
運
営
が
図

れ
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
今

回
の
税
率
改
正
に
至
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
周
防
大
島
町

の
国
保
税
率
は
、
近
隣
の
柳
井

市
や
上
関
町
と
同
じ
程
度
に
な

り
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
皆
様
に
は
、

国
保
財
政
の
危
機
的
な
財
政
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
よ
う
、
税
率
改
正
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　

平
成
18
年
度
か
ら
町
県
民
税

お
よ
び
固
定
資
産
税
の
前
納
報

奨
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期

確
保
、
納
税
意
識
の
向
上
を
考

慮
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す

が
、
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
こ
と
と
、
納
税
の
公
平
性
ま

た
自
主
財
源
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
の
行
財
政
改
革
の
一
環

な
ど
に
よ
り
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
の
廃
止
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
引
き

続
き
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
口
座
振
替
を

全
額
前
納
か
ら
期
別
に
変
更
さ

れ
る
方
は
、
金
融
機
関
へ
の
お

届
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平

成
18
年
度
分
か
ら
変
更
を
希

国
保
税
の
税
率
が
改
正

さ
れ
ま
す

前
納
報
奨
金
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
す

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

改 正 前 改 正 後
所 得 割 6.5 ％ 7.9 ％
資 産 割 23.0 ％ 38.0 ％
均 等 割 17,400 円 21,800 円
平 等 割 18,300 円 22,000 円
賦課限度額 530,000 円 530,000 円

改 正 前 改正後
所 得 割 0.9 ％ 　1.6 ％
資 産 割 10.0 ％ 10.0 ％
均 等 割 5,500 円 6,000 円
平 等 割 5,500 円 6,200 円
賦課限度額 80,000 円 90,000 円

国保医療分 国保介護分
（40歳から 64歳の加入者がいる世帯のみ）

◆
問
い
合
わ
せ
／

　

税
務
課

☎
７
４
‐
１
０
０
８

望
さ
れ
る
方
は
次
の
期
日
ま
で

に
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

「
全
額
前
納
」
で
よ
ろ
し
け
れ

ば
手
続
き
は
不
要
で
す
。

全
額
前
納
か
ら
期
別
に
変
更
さ

れ
る
場
合

○
固
定
資
産
税　

　

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は

随
時
変
更
で
き
ま
す
。

○
町
県
民
税

　
（
６
月
末
日
口
座
振
替
分
）　

　

平
成
18
年
５
月
19
日
㈮
ま
で

に
変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

変
更
に
必
要
な
口
座
振
替
依

頼
書
は
町
内
の
各
金
融
機
関
窓

口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

通
帳
お
よ
び
お
届
け
印
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
や
す
ら
ぎ
苑

介
護
福
祉
士　

光
田
智
幸

介
護
員　

藤
本
淳
哉

○
さ
ざ
な
み
苑

介
護
員　

浜
本
早
苗　

島
原
知
子

三
村
真
由
美　

小
林
愛　

島
村
悠

子○
大
島
看
護
専
門
学
校

教
員　

河
村
め
ぐ
み

【
異
動
】（　

）
内
は
旧
所
属

業
務
課
長　

大
元
良
朗
（
総
務
課

長
補
佐
）

【
退
職
】（
平
成
18
年
３
月
31
日
付
）

○
東
和
病
院

外
科
医
長　

佐
伯
俊
宏

外
科
医
員　

筒
井
理
仁

○
大
島
病
院

内
科
部
長　

重
枝
正
樹

看
護
長　

井
川
基
代
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地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を

地
域
で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
昨
年
８

月
に
庁
内
職
員
で
立
ち
上
げ
た

周
防
大
島
町
地
産
地
消
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
８
回

に
お
よ
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
検
討
会
や
現
状
調
査
等
に
よ

り
「
地
産
地
消
推
進
基
本
プ
ラ

ン
」
を
取
り
ま
と
め
、
３
月
24

日
に
町
長
に
成
果
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
成
果
報
告
書
を
基
に
実
践
に
向

け
た
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

第
10
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
記
念
大
会
が

３
月
25
日
開
幕
し
、
周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場
で
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

３
日
間
の
大
会
で
は
参
加
48
チ
ー
ム
が
町
内
８
つ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
戦
い
、
27
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
周
東
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

１０回目を数える大島少年サッカー大会

地産池消を推進公共事業を再評価
　

昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ
た
周
防
大
島
町
公
共
事
業
再
評
価

委
員
会
（
委
員
長　

村
田
秀
一
山
口
大
学
教
授
）
で
審
議
さ

れ
て
き
た
２
件
の
漁
港
事
業
（
白
木
漁
港
船
越
地
区
お
よ
び

油
田
漁
港
馬
ヶ
原
地
区
）
に
つ
い
て
、
３
月
２
日
に
開
催
さ

れ
た
第
３
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、
計
画
を
見
直
し
て
縮
小

す
る
と
い
う
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
町
長
に
対
し
て
意

見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
意
見
を
基
に
計

画
を
縮
小
し
、
事
業
効
果
の
早

期
発
現
に
努
め
な
が
ら
事
業
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
再
評
価
委
員
会
で
は
３

回
に
わ
た
る
審
議
と
現
地
視
察

も
行
っ
て
お
り
、
審
議
の
結
果

に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
政

策
企
画
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
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屋
久
島
で
島
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

川口健治絵画展
　

３
月
15
日
か
ら
19
日
の
５
日

間
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で
上
関

町
出
身
で
柳
井
市
在
住
の
画
家
、

川
口
健
治
先
生
の
絵
画
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
な
ど
で

お
な
じ
み
の
瀬
戸
内
海
風
景
や

錦
帯
橋
の
ほ
か
、
迫
力
の
あ
る

神
楽
シ
リ
ー
ズ
な
ど
約
１
７
０

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
は
、
ふ
る
さ
と
や

伝
統
芸
能
を
題
材
に
し
た
作
品

一
つ
ひ
と
つ
を
熱
心
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
と
２
日
、
鹿
児
島
県
屋
久

島
に
お
い
て
、「
島
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
島
の
観
光
・
産
業
を

考
え
る
」
で
、
全
国
の
島
々

か
ら
多
数
の
関
係
者
が

集
い
、
周
防
大
島
か

ら
は
大
野
圭
司
さ
ん

（
伊
保
田
）、
江
良

正
和
さ
ん
（
久
賀
）

が
参
加
。
全
国
の

島
活
性
化
事
例
の

勉
強
会
や
意
見
交

換
、
視
察
な
ど
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

久賀保育園で体験学習

滝
の
観
音
へ
の
道
を
整
備

　

文
珠
山
ふ
も
と
の
東
屋
代
に
古
く
か
ら

あ
る
滝
の
観
音
が
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
観
音
さ
ま
も

設
置
さ
れ
、
２
月
18
日
に
開
眼
法
要
が
営

ま
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

約
20
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
真
下
に
流

れ
落
ち
る
滝
の
存
在
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
以
降
入
山
す

る
人
も
な
く
、
道
も
荒
れ
果
て
て
い
た
と

こ
ろ
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
大

規
模
農
道
沿
い
の
滝
へ
の
林
道
入
り
口
に

は
、
案
内
標
識
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
規
模
農
道
東
屋
代
か
ら
案
内
標
識
を

林
道
終
点
ま
で
車
通
行
可
、
徒
歩
25
分
）

　

油
田
中
学
校
の
生
徒
が

久
賀
保
育
園
で
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
３
月
15

日
か
ら
17
日
ま
で
３
日
間

の
保
育
実
習
で
、
保
育
士

の
仕
事
や
園
児
と
の
接
し

方
を
学
び
ま
し
た
。

　

給
食
や
お
や
つ
を
い
っ

し
ょ
に
食
べ
た
り
、
一
人

ひ
と
り
に
連
絡
帳
を
渡
し

た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
も
打
ち
解
け
て
い
ま
し

た
。
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募
集

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象
／
高
校
生

　
（
向
学
心
に
富
み
、
経
済
的
な

　

理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
が

　

困
難
な
者
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
貸
与
額
／
月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

　

は
各
教
育
支
所
に
備
え
付
け
の

　

貸
与
願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書

　

類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

■
返
還
方
法
／

　

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
翌
月

　

か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

　

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額

　

を
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限
／

　

５
月
19
日
㈮
ま
で
に
周
防
大
島

　

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育

　

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会

　

総
務
課
☎
７
８
‐
０
７
０
０

平
成
18
年
度
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
採
用
試
験

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
受
付
期
間
／

　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
12
日
㈮

■
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）
／

・
５
月
20
日
㈯　

筆
記
試
験

・
５
月
21
日
㈰

　

筆
記
式
操
縦
適
正
試
験

　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

■
試
験
場
所
／
後
日
通
知

②
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
受
付
期
間
／

　

4
月
1
日
㈪
〜
5
月
12
日
㈮

■
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）
／

　

5
月
20
日
㈯　

筆
記
試
験

■
試
験
場
所
／
後
日
通
知

※
応
募
資
格
等
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部

　

柳
井
募
集
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

広
島
広
域
都
市
圏
カ
ー
プ
応

援
デ
ー
参
加
者
募
集

■
日
時
／
５
月
20
日
㈯

　

午
後
２
時
試
合
開
始 

　

対
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

　

タ
ー
ズ
戦 

■
試
合
会
場
／
広
島
市
民
球
場

※
午
後
２
時
ま
で
に
現
地
集
合

■
募
集
人
数
／
３
０
０
人

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／
１
人
２
５
０
０
円

　
（
弁
当
・
飲
物
代
を
含
む
）

■
申
し
込
み
／

　

小
学
生
以
下
の
場
合
は
大
人
の

　

同
伴
が
必
要
で
す
。

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者
全
員

　
（
５
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
（
当
日
連
絡

　

可
能
な
番
号
）
を
記
入
し
、
４

　

月
21
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

　

に
、
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町

　

１
丁
目
６
番
34
号

　

広
島
市
役
所
企
画
調
整
部
内　

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

　

へ
申
し
込
み

■
参
加
者
の
決
定
／
４
月
28
日
ご

　

ろ
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知

■
問
い
合
わ
せ
／

　

広
島
市
企
画
調
整
部
内 

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
６

　久賀・庄
しょうじ

地のスイドウは、鎌倉末か室町
初期から江戸初期にかけて構築されたかん
がい用水路である。スイドウとは、谷あい
から流れる自然流水を暗きょで耕地の下に
くぐらせ水路を作り、横穴から樋で必要な
水量だけを取り出し、不要な水はまた耕地
の下を通って下方の水田に送るという仕組
みである。これらは水田開発当時に行われ
た久賀独特のもので、横穴をもつ水路だけ
でも 40 か所以上発見されている。古い形
式の石垣と用水溝の組み合わせで、その規
模から全国的にも珍しい。

庄地のスイドウ（水洞）　（県指定）
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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
５
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

相
談

　

介
護
保
険
制
度
が
４
月
か
ら
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
主
な

改
正
内
容
、
要
介
護
認
定
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

改
正
点
そ
れ
ぞ
れ
の
く
わ
し
い
内
容
は
、
今
後
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

な
ぜ
改
正
さ
れ
る
の
？

　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
実
情
か
ら
、「
で
き
る
だ
け
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
『
介
護
予
防
』
に
重
点
を
お
き
、
明
る

く
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
目
指
す
た
め
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容

◎
介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

◎
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す

　

＊
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

◎
負
担
の
あ
り
方
や
制
度
運
営
が
見
直
さ
れ
ま
す

◎
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
し
ま
す

＊地域包括支援センターとは…
　
　地域で暮らす高齢の皆さんに介護、福祉、健康、
医療など様々な面から総合的な相談や支援を行う機
関です。高齢の皆さんが要介護状態にならないよう
に、また介護が必要となってもその人らしい生活が
継続できるように個別の支援を行います。
[ 設置場所 ] 周防大島町役場　健康増進課
（たちばなケアプラザ内）☎７７‐５５０６

要介護認定区分が変わりました！

介護保険制度が
変わりました

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／

　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

■
日
時
／
５
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当　

　

司
法
書
士　

井
上
淳

☎
０
８
３
４
（
３
２
）
５
７
７
８

不
妊
専
門
相
談

■
日
時
／
５
月
11
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
７
時

■
場
所
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

■
予
約
方
法
／

　

５
月
９
日
㈫
ま
で
に
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

瀬
戸
内
海
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会

員
募
集

■
入
会
方
法
／

　

グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら
の

受
付
に
入
会
申
込
書
を
常
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
窓
口
ま
た
は
、
ク
ラ
ブ
事

務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
規
入
会
は
常
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
練
習
日
／

　

午
前
の
部
（
毎
週
火
曜
・
木
曜
）

　

午
前
10
時
〜

　

午
後
の
部
（
毎
週
木
曜
）

　

午
後
6
時
30
分
〜

■
練
習
場
所
／

　

グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
年
間
会
費
／

　

一　

般　

２
万
４
千
円

　

高
校
生　

１
万
２
千
円

　

中
学
生　

８
千
円

■
問
い
合
わ
せ
／

　

事
務
局　

伊
藤
和
也

　
（
周
防
大
島
町
大
字
久
賀
）

☎
７
２
‐
２
６
８
０
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お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

　

例
年
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
設
置

補
助
金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
受
付
期
間
／
４
月
〜
11
月

■
受
付
場
所
／
各
総
合
支
所
お
よ

　

び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域
／
下
水
道
お
よ

　

び
集
落
排
水
区
域
以
外
の
区
域

※
予
算
の
都
合
上
、
早
め
に
申
請

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
上
下
水
道
課

☎
７
８
‐
２
２
０
１

特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
所

等
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
介

護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
福
祉

用
具
販
売
事
業
所
の
指
定
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
指
定
を

受
け
て
い
な
い
事
業
所
か
ら
購
入

さ
れ
た
特
定
福
祉
用
具
等
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
の
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
福
祉
用
具
購
入
の

際
に
は
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

所
等
の
指
定
を
受
け
て
い
る
か
事

前
に
事
業
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
介
護
保
険
課

☎
７
７
‐
５
５
０
３

「
文
化
を
高
め
る
会
」
の
解

散
に
つ
い
て

　

橘･

大
島
の
文
化
を
高
め
る
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た

り
ご
愛
顧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
芸
術
文
化
振

興
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

文
化
を
高
め
る
会
を
取
り
ま
く

諸
般
の
状
況
は
き
び
し
く
、
現
状

の
ま
ま
引
き
続
き
会
の
運
営
を
す

る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度

を
も
っ
て
解
散
し
、
平
成
18
年
度

以
降
に
周
防
大
島
町
全
体
で
新
た

な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
文
化
を
高

め
る
会
の
趣
旨
を
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
本
町
の
文
化
行
政
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

・
大
島
の
文
化
を
高
め
る
会

　

事
務
局
（
大
島
教
育
支
所
）

☎
７
４
‐
５
３
０
０

・
橘
の
文
化
を
高
め
る
会

　

事
務
局
（
橘
教
育
支
所
）

☎
７
７
‐
０
１
０
０

農薬を散布するときは注意しましょう！
～残留基準が変わります～

○残留農薬のポジティブリスト制度
　食品衛生法が改正され、残留農薬のポジティブリスト制度が平
成 18年５月 29日からはじまります。
  この制度では、今まで残留農薬基準値がない農薬にも、０．０１
ｐｐｍという低い数値が基準値として設定されます。この基準を
オーバーしてしまうと、生産物の出荷停止・回収などの対応が求
められる可能性があります。
  今後は、周辺作物への影響も考慮し、これまで以上に農薬飛散防
止へ配慮することが必要となります。
○農薬使用時の注意事項
・風の弱い時に、風向や散布方向に気をつけて散布しましょう。
・散布量が多くなりすぎないように気をつけましょう。
・タンクやホースは洗いもれがないようにきれいに洗いましょう。
○こんな対策も有効です　
・周りの農作物にも登録のある農薬を使用することや、飛散しにく
い粒剤等を使用することも有効です。
◆問い合わせ／詳細なお問い合わせ先は下記のとおりです。
○田布施農林事務所農業部
☎０８２０（５２）２５４６
○ＪＡ山口大島営農部　　　
☎７２‐０９７０
○周防大島町農林課
☎７９‐１００２

平
成
18
年
度
テ
ー
マ
別
介
護

講
座
（
前
期
）

■
対
象
者
／

　

在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
や

　

介
護
に
興
味
の
あ
る
方
で
全
日

　

程
参
加
で
き
る
方

■
受
講
定
員
／
24
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費
／
無
料

■
日
程
／

　

第
１
回　

５
月
17
日
㈬

　

第
２
回　

５
月
25
日
㈭

　

第
３
回　

５
月
31
日
㈬

　

第
４
回　

６
月
８
日
㈭

　

第
５
回　

６
月
14
日
㈬

※
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
４
時

■
開
催
場
所
／

　

山
口
県
周
防
大
島
看
護
実
習

　

普
及
セ
ン
タ
ー

　
（
周
防
大
島
町
小
松
）

■
申
し
込
み
方
法
／

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
５
月
８
日
㈪
必
着

　
（
午
後
５
時
締
め
切
り
）
で
郵
送

　

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習　

　

普
及
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
‐
２
３
０
０
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周
防
大
島
町
栄
養
士
（
健
康
運
動
指
導
士
）

　
　
　
　

中　

村　
　
　

作
（
健
康
づ
く
り
班
）

運
動
不
足
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
解
消
し
よ
う
！

　

４
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
気
温
も
上
が
っ
て

暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
冬
も
寒
か
っ

た
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
動
く
こ
と
が
億
劫
に
な

り
、
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
運
動

不
足
は
、
肥
満
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
に
な

り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
生
活
に
取
り
入
れ

て
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
ど
の
く
ら
い
歩
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
歩
数
の
目
安
と
し
て
「
一
日
一
万

歩
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
一
万
歩

な
の
か
と
い
う
と
、
一
日
あ
た
り
三
百
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
を
身
体
活
動
に
よ
っ
て
消
費
し
な
い

と
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
く
、
健
康
寿
命

を
保
ち
に
く
く
な
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
研

究
で
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
三
百
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
消
費
す
る
に

は
約
九
千
歩
が
必
要
で
す
。
こ
こ
か
ら
一
万
歩

と
い
う
数
字
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
一
万
歩
歩
く
に
は
、
一
時
間
以
上

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
歩
数
計

を
身
に
つ
け
て
歩
き
、
自
分
が
一
日
ど
の
く
ら

い
歩
い
て
い
る
か
計
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
最
初
は
毎
日
「
自
分
の
平
均
歩
数
＋
一
千

歩
」
を
目
標
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
が
と
れ
な
い

人
は
、
二
階
に
用
事
を
つ
く
り
階
段
を
上
り
下

り
す
る
、
近
く
に
出
か
け
る
時
は
歩
い
て
行
く

な
ど
、
生
活
の
中
の
基
本
的
な
身
体
活
動
を
増

や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
一
日
の
目
標
に
達
し
な
い
場
合

は
、
一
週
間
の
中
で
分
散
し
て
歩
く
時
間
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
平
日
の
歩
数
が
不
足
し

た
場
合
は
、
休
日
に
不
足
分
を
取
り
戻
す
、
と

い
う
よ
う
に
合
計
で
考
え
る
「
合
計
主
義
」
が

運
動
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
始
め
や
す
い
運
動
の
一
つ

で
す
が
、
無
理
は
禁
物
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
と
十
分
な
休
養
を
と
り
つ
つ
、
気
楽
に

無
理
な
く
長
く
続
け
て
く
だ
さ
い
。

現
代
絵
画
二
人
展

■
出
展
者
／

　

國
行
義
道
、
三
澤
浩
二

■
場
所
／

　

服
部
屋
敷

　
（
周
防
大
島
町
西
方
・
道
の
駅
サ

　

ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
隣
）

■
期
間
／

　

４
月
29
日
㈯
〜
５
月
５
日
㈮

■
時
間
／

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　
（
入
場
無
料
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／

　

４
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

服
部
屋
敷
中
庭
で
開
催

　

対
象
は
小
学
生
、
定
員
24
名　

　

参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
付

　

ア
ト
リ
エ　

シ
ー
ク

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
５
７
６
８

　

ま
た
は
三
澤

☎
０
９
０
（
２
８
６
０
）
０
７
６
０

第
３
回
音
楽
が
や
っ
て
く
る

「
大
好
き
！
ふ
る
さ
と
」

　

周
防
大
島
町
の
皆
様
に
生
の
演

奏
を
通
じ
、
音
楽
の
良
さ
・
楽
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
音
楽
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、奈
良
県
生
駒
市
か
ら
「
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
弾
き
語

り
」
の
人
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

地
元
の
方
々
（
源
空
寺
保
育
園
和

太
鼓
・
け
さ
び
太
鼓
他
）
も
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■
日
時
／
５
月
14
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／

　

沖
浦
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
後
援
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈲
Ｇ
ｅ
ｔ
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ

☎
０
７
４
３
（
７
３
）
４
５
１
７

催
し

お詫びと訂正

○広報すおう大島３月号１０ページの橘地区不
燃ごみの排出方法の表に誤りがありました。ペッ
トボトルの指定の袋等が「青ネット袋」になっ
ていますが正しくは「赤ネット袋」です。
○柳井地区広域市町村圏広報「ぐるっとサザン
セト」のサザンセト催し物カレンダーで、柳井
天神春祭りの日程に誤りがありました。正しく
は４月 23日㈰です。

「300kcal」消費する運動
体格・年齢・性別などで
差はありますが、おおむ
ね下記のとおりです。

（単位：分）

男性 女性
ジョギング 48 60
ハイキング 63 78
サイクリング 94 120
テ 　ニ　 ス 48 60
卓　　　球 57 72
ゴ　 ル 　フ 94 120
水　　　泳 36 45
参考資料：健康・体力づく
り財団ＨＰより
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氏名　藤
ふじ

原
わら

　大
だい

輔
すけ

職名　周防大島町立東和病院　第３内科
　皆様お元気にお過ごしでしょうか。平成 15年
４月に東和病院に赴任して３年になります内科の
藤原大輔と申します。専門は消化器内科、すなわ
ち、お腹を診る内科ですが、複数の慢性病を患って
いる高齢な患者さまに関わり、微力ながら患者さまの自己治癒力
を最大限引き出すお手伝いとなる診療を目指し、日々勉強中です。
どうぞよろしくお願いいたします。

人身交通事故
件数 傷者死者
１１ １４０

－１ ＋２±０
前年比

物損事故件数
５３ 前年比　　－８

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 18 年３月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

４月 ７日（日） 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

21日（金） 1 歳６か月健康診査 〈13:30 ～ 14:00 受付　たちばなケアプラザ〉 ８日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

22日（土）
９日（火）

 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 23 日（日） 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

24日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉 10日（水）

25 日（火）
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉

11日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉　　  

12 日（金） 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉  健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉

26日（水） 13 日（土）

27 日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉  育児相談〈10:00 ～ 11:00 しまとぴあスカイセンター〉 14日（日） 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

28日（金） 15 日（月）

29 日（土） 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉
16日（火）

 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 30 日（日） 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

５月 17日（水） 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

１日（月） 18日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

２日（火）

 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉
 育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉

19日（金）

20 日（土）

３日（水） 休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

４日（木） 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

５日（金） 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

６日（土）

チャイルドシート助成事業の廃止について
　平成 18年４月１日より、周防大島町チャ
イルドシート購入費助成等事業は廃止とな
りました。
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　昨年暮れ、広島および栃木県下において、女子児童が下校
中に連れ去られ殺害されるという痛ましい事件が発生するな
ど、子どもが被害者となる犯罪が多く発生しています。
　幸い、大島では子ども被害の犯罪は発生していませんが、
この種の犯罪は模倣性があり、いつ、どこで発生するかわか
りません。このため、大島警察署でも、現在、各学校、父兄
などと連携を図り、登下校時間帯における学校周辺や通学路
での警戒活動を強化しています。
　子どもを犯罪の被害から守るには、子どもを見守る大人の

目を一人でも多く増やすことで
す。地域の皆さんが一体となっ
て、児童の見守り活動、不審者
の通報など子どもの安全対策に
ご協力をお願いします。
　現在、郡内で活動中の防犯ボ
ランティアを紹介します。

名　　　称

明新っ子の安全守り隊

屋代スクール・ガード隊

橘少年見守りたい

沖浦っ子見守り隊

三蒲小防犯パトロール隊

家房防犯クラブ

和田小児童見守り隊

森野小学校見守り隊

城山児童見守り隊

油田の子供を見守る会

小積・大積地区自主防犯連絡会

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

防犯ボランティアの紹介

城山児童見守り隊

ＰＤＦ版ではこのコーナーは掲載しておりませんので、ご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 

０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷 

㈲

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

村
むら

中
なか

心
ここ

菜
な

ちゃん
平成 17年 4月 3日生まれ
（久賀・山下浜西２区）

（４月１日現在）
人　口　21,700 人（62人減）
　　男      9,785 人
　　女　11,915 人
世帯数　10,868 戸（15戸減）

　

町
内
の
桜
で
は
、
五
条
の
千

本
桜
、
屋
代
ダ
ム
公
園
、
瀬
戸

公
園
、
帯
石
観
音
、
八
田
山
公

園
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
他
に

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
桜

の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

表
紙
は
嵩
山
へ
の
登
山
道
に

あ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
３
月
終

わ
り
か
ら
４
月
は
じ
め
に
か
け

て
ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ
け
、
通

り
が
か
り
の
人
の
目
を
引
い
て

い
ま
し
た
。

吉
よし

村
むら

祐
ゆう

哉
や

くん
平成 17年 4月 8日生まれ
（久賀・宗光西）

中
なか

田
た

優
ゆう

哉
や

くん
平成 17年 4月 13 日生まれ

（久賀・丸山）

升
ます

田
だ

　空
そら

くん
平成 17年 4月 2日生まれ
（橘・江ノ浦東）

川
かわ

口
ぐち

貴
たか

稔
とし

くん
平成 17年 4月 22 日生まれ

（久賀・州崎）

大
島
社
会
福
祉
事
務

所
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
島
土
木
事
務
所
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
工

務
課
維
持
班
を
除
い
て
柳
井
土
木

建
築
事
務
所
で
業
務
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
維
持
班
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
当
所
に

て
業
務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
柳

井
土
木
建
築
事
務
所
で
行
う
業
務

に
つ
い
て
も
、
窓
口
と
し
て
各
種

相
談
等
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
移
転
先
／

　

柳
井
土
木
建
築
事
務
所

　

柳
井
市
南
町
３
丁
目
９
‐
３

　

柳
井
総
合
庁
舎
内
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８
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２
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６

　

県
出
先
機
関
の
再
編
整
備
に
伴

い
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
大

島
社
会
福
祉
事
務
所
は
東
部
社
会

福
祉
事
務
所
大
島
分
室
と
な
り
、

土
居
か
ら
久
賀
の
県
総
合
庁
舎
内

に
移
転
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
東
部
社
会
福
祉
事
務
所

　

大
島
分
室

☎
７
９
‐
０
１
３
８


